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【7/30：神奈川フィルハーモニー管弦楽団】

　神奈川フィルが常任指揮者の
川瀬賢太郎と登場。プログラムに
は、スペインと関わりの深い作品
が並べられた。
　まずは、ボッケリーニの弦楽五
重奏のための作品をベリオが管
弦楽用に編曲した「マドリードの
夜警隊の行進」。弦楽器のソロな
ど細微で緻密な管弦楽法で始ま
るこの作品は、聴き手の耳をス
テージ上の音楽に集中させるの
にちょうど良い。
　続いて、ロドリーゴの「アラン
フェス協奏曲」。渡辺香津美がフ
ルアコースティックギター（アコー

スティックギターのようにボディ内
部が空洞になっていてピックアッ
プがついている）を用いて独奏を
務めた。クラシック・ギターとは違
い、スチール弦で、ピックアップで
音を拾って、直接、アンプを鳴ら
す。オーケストラとはクロスオー
バー的な共演となった。この作品
ではフルアコとオーケストラとは
融合しにくいように思われた。
　シャブリエが書いた狂詩曲「ス
ペイン」を、川瀬は、勢いに任せず、
丁寧に描いていく。そして、最後に
ファリャの「三角帽子」第1、第2組
曲。第2組曲終曲では最後に向
かって、音楽は勢いを得、オーケス

トラにも熱がこもった。弦楽器の
首席奏者がアンサンブルの要とな
り、コミュニケーションを図る。
　アンコールにビゼーの「カルメ
ン」のトレアドール。きっちりと身の
詰まった演奏。「闘牛士の歌」で
の第1ヴァイオリンのハッとするよ
うな美しさは、石田泰尚、﨑谷直
人のツー・トップの音楽性の浸透
のたまものであろう。
　スペイン・プログラムといって
も、殊更、スペインを意識せず、自
分たちの音作りをしていたところ
に、川瀬＆神奈川フィルの強い個
性を感じた。 
　　  （山田治生／音楽評論家）

川瀬さん、ダブルのコンサートマス
ター、とても贅沢な神奈川フィルの編
成、そしてギターの渡辺さん。とても素
敵な音楽を聴くことができました。川
瀬さんパワー全開、最後の迫力すご
かったです。（60代・toko）／スペイ
ン・プロ、最高！仕事をサボって来た
価値がありました。これだけまとめてス
ペインは聴けません（50代・kiyo）／
川瀬さんの練られたプログラムとても
楽しかった。前半のアランフェスは組
み合わせが新鮮。後半の「三角帽
子」、華やかで明るく楽しいわが神奈
フィルがスパークする瞬間をみせられ
ました。（50代・Mimi）／ラストの終幕
の踊りがまさにオケ全員で踊っている
ようですばらしかった（50代・せいろ
く）／今日は夏休みをとってコンサー
トにきましたが、とても良かった。①神
奈川フィルの新たな魅力を発見でき
たこと②ギターとオーケストラの合奏
が新鮮でとてもマッチしていることを
知ったこと③ふだんと違ったレパート
リーに出会い、気分が爽快となった。
（60代・MM21線）／ひとりめの産休、
ふたりめの産休の時と今日は３回目の
サマフェス。すっかり虜になりました。
やっぱり生はいいです。心のエネル
ギーをもらいます。（30代・みみちゃん）

終演後、サインとともに。
渡辺香津美（左）＆川瀬賢太郎（右）

来場者の声

● プロコフィエフ：「ロメオとジュリエット」 組曲から
● プロコフィエフ：「シンデレラ」組曲から 
● ハチャトゥリアン：「仮面舞踏会」組曲から
● ハチャトゥリアン：「ガイーヌ」 組曲から

洗足学園音楽大学  ～オーケストラとバレエが織りなす夢物語～
8/1（木） 18:30開演（17：45開場）  ミューザ川崎シンフォニーホール

指揮／秋山和慶

A席 200枚程度
S席 売り切れ
A席  800円
◎ 電話予約：なし
◎ 4階カウンター／10：00～17：00販売
◎ 当日券カウンター17：30～販売
※17：00～17：30の間は販売を休止いたします

川瀬＆神奈川フィルの
強い個性を感じる熱演！

ミューザ開館15周年！

バレエ／
牧阿佐美バレヱ団
谷桃子バレエ団
東京シティ・バレエ団
洗足学園音楽大学バレエコース学生
管弦楽／
洗足学園ニューフィル
ハーモニック管弦楽団
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【公演Review：7/28（日）小川典子「イッツ・ア・ピアノ・ワールド」】
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圧倒された表情で手元を見つめ、
リズムに合わせて頭を揺らす子供たち

ボリューム満点の美味しい料理と
居心地のよい空間
　長梅雨がようやく明けても蒸し暑
く、食欲もなくなるこの時期。いよいよ
夏本番に向けて、体の抵抗力を高め、
また体調の回復にも効果が期待され
る韓国料理をご紹介します。
　アゼリア地下街新川ロード通路に
近い韓国料理店のコリアンキッチン
「シジャン」は、今、冷麺フェアーのど
真ん中。アットホームで綺麗な店内に
は女性客が多く、冷麺の他にもキム
チチゲ、石焼ビビンバ、サムゲタンな
ど、ボリューム満点の美味しい美味し
いメニューも沢山。居心地が良いの
で、つい長居をしてしまいそうです。

　優待チラシのサービスでは、女性
に人気のゆず茶のワンドリンクが付
きます。
　　　　　　 （広報営業課　前島）

サマーミューザ ミュートンが、読
響で、マエストロ井上道義に出
会った！この日のリハーサル冒頭、
井上さんが、1968年にギュン
ター・ヴァント指揮・読響のブルッ
クナー8番の印象深いリハーサル
を見学した時の思い出と「今回、川
崎で読響と演奏するならこの曲だ
と思って決めた。ずっと心に残るよ
うな演奏にしたい」と意気込みを
語ってくれました。「楽しみだトン♪」
#旅するミュートン #ミューザ開館15周
年 #読響 #井上道義 #ミッキー 

新規入会でもらえる！

サマーミューザ期間中（8/12まで）に
友の会に入会された方に、【サマー
ミューザオリジナルチケットホル
ダー】または 【ミューザオリジナル
トートバッグ】のいずれか1つをプレ 
ゼント！

ミューザ友の会

・年会費3,000円
・チケット割引
・先行予約
 など、お得な６つの特典あり！
詳しくは友の会入会窓口（ホール 歓
喜の広場特設カウンターもしくは5階
受付）まで

現・会員の方に プレゼント！

サマーミューザ公演にご来
場の友の会会員様に【生田
の天然水「恵水」ミューザ ラ
ベル】をプレゼント！DM同
封の引換券をお持ちくださ
い（1枚につき1本お引換）

サマーミューザ公式サイト
https://www.kawasaki-sym-hall.jp/festa/

#サマーミューザ で投稿してください！

Twitter : @summer_muza

Facebook : @kawasaki.sym.hall

Instagram : @muzakawasaki

コリアンキッチン
シジャン 韓国料理
▶　リスト P.16 掲載

　 地下街アゼリア
     パートナーショップ特典

　1ドリンクサービス
　   ゆず茶一杯サービス

旅するミュートン♪

＼ミューザ公式インスタもフォローしてね／

川崎おんがく
かるた製作中
<2019年末販売>
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　毎年恒例となった「イッツ・ア・
ピアノ・ワールド」。瞳を輝かせた
子供たちがステージ上のピアノを
囲む中、ドレス姿の小川典子さん
が現れる。子供相手だからこそ本
格的なプログラムを、という想い
がつまった演奏会だ。
　１曲目は超絶技巧作品として
おなじみ、ラフマニノフの練習曲
集「音の絵」作品39第1番。聴き
手が子供だからといって、小川さ
んが軽く流して弾くなどということ
は当然ない。激しく押し寄せる音
の波を、パワフルに深く響かせて

ゆく。すぐ横に座る子供は圧倒さ
れた表情で手元を見つめ、客席
の子供はリズムに合わせて頭を
揺らしている。素直な反応がおも
しろい。
　その他、ドビュッシーやショパ
ンなど趣の異なる作品が演奏さ
れたが、特筆すべきは、菅野由弘
「水の粒子」。今を生きる作曲家
が取り上げられることも、公演の
魅力の一つなのだ。ピアノと明珍
火箸の音による曲が披露された
後、客席に座る作曲家も紹介さ
れた。

　驚いたのは、ステージ上の子供
のほとんどがピアノを習っていた
こと。質問コーナーでは演奏にま
つわる本格的な質問が次々飛び
だし、それに小川さんが丁寧に答
えていた。この中から将来ピアニ
ストが誕生するのかも……。そん
な予感がするひとときとなった。
　（高坂はる香／音楽ライター）
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◆来場者の声
とてもたのしくていい音色だった。（7
歳・しろくま）／わたしはおがわのりこさ
んのピアノをききたくてきました。きいた
らとてもきれいでした。とくにいちばん
きれいだったところはおはしをつかっ
たえんそうです。きてよかったです。（記
載なし）
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